
 

 

綾瀬市パブリックコメント手続の実施結果  
 

１ 政策等の名称   

綾瀬市 DX 推進計画（案）  

  

２ 意見募集期間  

  令和７年２月３日（月）から令和７年３月５日（水）まで  

 

３ 配布及び閲覧場所  

(1) 市役所情報政策課 DX 推進担当（市役所２階）  

(2) 市役所行政資料コーナー（市役所１階）  

(3) 市役所情報公開コーナー（市役所２階）  

(4) 市ホームページｈ 

(5) 中央公民館、各地区センター（中村・吉岡・綾南）  

(6) 寺尾いずみ会館、南部ふれあい会館  

(7) 保健福祉プラザ、綾北福祉会館  

 

４ 実施結果  

  意見提出者     １人  

  意見件数      ６件  

  提出方法      郵送０人、メール１人  

   

５ 提出された意見の概要及びそれに対する市の考え方  

No. 提出された意見の概要  市の考え方  

1 

P12に「人との繋がり、対面コ

ミュニケーションなどを重視し

た DX 」とあるように、全ての

取り組みの評価軸として「繋が

りを増やすか」、「自分たちの

手でつくり変えていけるか」を

加えて選んでください。  

その他（要望、参考意見等）  

DX推進に関する意見として、今

後の事業推進の参考とさせてい

ただきます。  



 

 

2 

P17適格な情報発信、情報を人

力で取りまとめるのではなく

て、常時半自動的に最新の情報

が発信されるしくみを目指す方

向とする方が良いのではと感じ

ます。「正確な情報が確認でき

るまで出さない」のではなく

「確認中ということが分る状態

で見える」形を目指す方向とで

きませんか。これはトランプ革

命と同じ方向性です。  

その他（要望、参考意見等）  

行政から発信する情報量につい

て、配慮する必要があると考え

ております。  

DX推進に関する意見として、今

後の事業推進の参考とさせてい

ただきます。  

3 

P21の自治会コミュニティ支

援、「自治会非加入者も防災共

同体として情報共有グループに

入ってもらって交流できる」方

向性をめざすべきではと感じま

す。お金や面倒がない距離感で

つながる事から開始して、巻き

込んでいくステップを試行錯誤

することそのものを DXしない

と、縮小するばかりの地域コミ

ュニティの課題解決が高すぎる

壁でありつづけ、誰も挑戦でき

ません。  

その他（要望、参考意見等）  

デジタルの活用により自治会役

員の業務負担を軽減すること

で、自治会活動の創出や交流の

促進に寄与するものと考えてい

ます。  

DX推進に関する意見として、今

後の事業推進の参考とさせてい

ただきます。  

4 

P22 個人に即した情報配信  と

して、SNS活用で効果的な情報

配信とありますが、「市民どう

しのつながり」「日常で市民か

らの情報発信」「地域での共

有」を促すことで市民が確実に

情報を受け取る能力もあがると

思いますので、「市民側からの

発信促進」の観点も盛り込んで

はどうでしょう。  

その他（要望、参考意見等）  

必要な方に必要な行政情報を確

実にお届けする手法として、

SNS活用によるセグメント配信

等を解決の方向性と現時点で定

めているところです。  

なお、本市では、市民側からの

情報発信にも取り組んでおりま

す。 

DX推進に関する意見として、今

後の事業推進の参考とさせてい

ただきます。  



 

 

5 

P29児童・生徒の多様な学び方

創出 で、「オンラインや仮想

空間等でも学び・繋がれる環境

を検討」とありますが、取り組

み方針１「人との繋がり、対面

コミュニケーションなどを重視

したDXを進めます  」に反する

ので止めてください。仮想空間

でつながることは、悪影響もあ

ります。日本語が不十分な中で

多言語を学ぶと混乱があるのと

同じように、物理空間の経験が

不十分な中で仮想空間を学ぶこ

とは混乱を招く危険性がありま

す。人間は、一度知ってしまう

と知らなかった状態には戻れま

せん。  

計画案に反映できないもの  

本市のDX推進につきましては、

対面の重要性も認識した上で、

デジタルの活用を進めるものと

しております。  

仮想空間での繋がりが、課題解

決の一つの手法として、適用で

きるかどうかの検討を続けてい

くものとしております。  

6 

P46 デジタルデバイドの対策に

ついて、シニア向けスマホ教室

などは市民同士で教えあえる場

を作ることで、継続的にお互い

の学び合いが生まれる仕組みを

つくることを望みます。  

その他（要望、参考意見等）  

スマホサポーター養成事業に令

和７年度から取り組むなど、住

民主体の支えあい活動を増やす

ことにも取り組んでおります。  

DX推進に関する意見として、今

後の事業推進の参考とさせてい

ただきます。  

 


